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「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議（第 21 回） 

開催記録 

I 開催概要 

日 時 ： 2026（令和８）年７月 27日（月曜日）14時 30分～16時 30分 

場 所 ： JR東日本 現地会議室 

出席者 ： 以下の通り 

表 出・欠席者一覧 

有識者 ・松浦 晃一郎氏 （第 8 代ユネスコ事務局長）              座長 

・木曽 功  氏 （元ユネスコ日本政府代表部特命全権大使）         副座長 

【欠席】稲葉 信子 氏 （筑波大学名誉教授/国際機関 ICCROM 事務局長特別アドバイザー/静岡県富士山世界遺産センター館長） 

・中井 検裕 氏 （東京科学大学名誉教授/IBS計量計画研究所/MINTO機構） 

・西村 幸夫 氏 （東京大学名誉教授/國學院大學名誉教授） 

【欠席】本保 芳明 氏 （国連世界観光機関（UNWTO）駐日事務所 前代表） 

有識者 

オブザーバー 

・小野田 滋 氏 （公益財団法人鉄道総合技術研究所アドバイザー） 

※オンライン 老川 慶喜 氏 （立教大学名誉教授） 

【欠席】古関 潤一 氏 （東京大学名誉教授/ライト工業株式会社 R&D センターテクニカルオフィサー） 

・谷川 章雄 氏 （早稲田大学人間科学学術院名誉教授） 

オブザーバー ・文化庁 文化資源政策・記念物課  

・東京都 教育庁 地域教育支援部 管理課  

・港区教育委員会事務局 教育推進部 図書文化財課 

・港区街づくり支援部 開発指導課  

・鉄道博物館 学芸部  

・東京都 建設局 道路建設部 鉄道関連事業課  

事業者 ・独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 都心業務部 

・独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 技術管理部 

・京浜急行電鉄株式会社 生活事業創造本部 品川開発推進部 

・京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部 建設部  

・東日本旅客鉄道株式会社 TOD企画部 

・東日本旅客鉄道株式会社 マーケティング戦略部  

事務局 京浜急行電鉄株式会社 生活事業創造本部品川開発部 

東日本旅客鉄道株式会社 TOD 企画部・マーケティング戦略部 

サポート パシフィックコンサルタンツ株式会社 

 

当日配付資料：次第 

  資料 1 ［「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議 運営要領（改訂版）］ 

  資料 2 ［まちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向けた議論の進め方について］ 

  資料 3 ［「信号機跡を含む 5・6街区間の現地保存」に係る検討・協議状況について］ 

  資料 3別紙［信号機跡を含む 5・6街区間に関する現地保存の検討状況について］ 
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  資料 4 ［「高輪築堤調査・保存等検討委員会」における協議状況］ 

  資料 4別紙 ［「5・6街区の高輪築堤跡の文化財的価値および保護措置について(6)」に対する当社見解］ 

  資料 4参考資料 2-1 ［第 66回調査・保存等検討委員会資料］ 

  資料 4参考資料 2-2 ［第 69回調査・保存等検討委員会資料］ 

  資料 5 ［高輪築堤の保存・継承とまちづくりの両立について］ 

   

II 議事概要 

1 開会 

• 第 21回「『国際交流拠点・品川』における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検

討会議」（以下、「有識者検討会議」とする）を開会する。（事務局 JR） 

2 運営要領改訂 

• 資料 1を説明する。（事務局 JR） 

［説明概要］ 

 JRの組織改編及び参加者の所属等の変更を反映した。 

• 改訂を了承する。（座長・委員一同） 

3 「高輪築堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえたまちづくりについて」の意見

交換 

1) まちづくりと高輪築堤の保存・価値・継承の両立に向けた議論の進め方について 

• 資料２を説明する。（事務局 JR） 

［説明概要］ 

 「高輪築堤調査・保存等検討委員会」（以下、「検討委員会」とする）及び「有識

者検討会議」の検討についてこれまでの経緯と進め方について取りまとめた。 

 信号機跡を含む５・６街区間の高輪築堤の現地保存について、2026年２月の第 64

回「検討委員会」及び 2026 年２月の第 19 回「有識者検討会議」を受けて協議体

での具体的な検討内容を整理した。 

2) （情報共有）「信号機跡を含む 5・6街区間の現地保存」に係る検討・協議状況につい

て 

• 資料３、資料３別紙説明する。（事務局 JR） 

［説明概要］ 

 協議体は関係事業者、関係行政機関、有識者で構成する。 

 協議体の目的は信号機跡を含む５・６街区間約 50ｍの高輪築堤の良好な保存と歩

行者ネットワークを含むパブリックスペースの形成を実現する都市基盤施設及び

結節空間整備の計画について方策を取りまとめることである。 
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 協議体は 2026年３月～７月にわたり計６回開催した。 

 主に都市基盤施設として区画道路４号の形状変更と歩行者デッキと地下車路の一

体構造化、併せて事業者による建物計画等の検討を行い、現時点において信号機

跡を含む５・６街区間の高輪築堤約50ｍの区間の現地保存の実現と都市基盤施設、

建物計画等の変更についての見通しが得られた。 

 今後、保護措置の整理後に実務的な検討を経て各種法令等の手続きを進める。 

 都市基盤施設や結節空間のあり方は協議体において引き続き検討を進める。 

3) （情報共有）「高輪築堤調査・保存等検討委員会」における協議状況 

• 資料４、資料４別紙、参考資料２-１・２-２を説明する。（事務局 JR） 

［説明概要］ 

 2026 年７月の第 69 回「検討委員会」において事業者より信号機跡を含む５・６

街区間の高輪築堤の現地保存の実現の見通しの報告を行った。 

 検討委員会の委員見解となる「高輪築堤等の文化財的価値および保護措置につい

て(６)」に対する JR東日本の見解として、協議体の中で信号機跡を含む５・６街

区間の現地保存の見通しが立ったこと、６街区南部の状況の報告、４街区におけ

る第７橋梁南横仕切堤の移築保存について示した。 

 委員見解を出発点とした信号機跡を含む高輪築堤約 100ｍの現地保存という要望

について数多くの合理的な開発計画のシミュレーションを実施し、網羅的な検討

を行ってきたが、いずれもネットワークの確保や建物計画の成立性等の観点から

開発計画の成立が難しく、現地保存との両立が困難であるという結果を提示して

きた。 

 これに対し、信号機跡を含む５・６街区間約 50ｍの現地保存という案を協議体で

の議論を経てまとめてきた。 

 なお、５・６街区間約 50ｍを含んだ上で 100ｍの高輪築堤を保存するパターンも

検討してきたが、これまでの検討と同様に実現が困難という結果となった。 

4) 「高輪築堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえたまちづくりについて」のと

りまとめに向けた意見交換 

• 資料５を説明する。（事務局 JR） 

［説明概要］ 

 資料４までの内容を踏まえ、本日の会議で議論いただきたい内容をまとめた。 

 本日は、高輪築堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえたまちづくりの推

進に関する取りまとめに向けた意見交換をお願いしたい。 

 信号機跡を含む５・６街区間の現地保存について一定の実現見通しは得られてい

るものの、取りまとめさらに慎重な判断が求められる状況にあると認識している。 

 特に建物計画と築堤の関係性において、施工計画との検討が未了であり、取りま

とめに向けた保存範囲の信頼性を担保する観点では十分ではないと考える。 

 信号機跡については、その文化財的価値を踏まえ、確認調査の結果等も精査しな

がら、現地保存の十分な検証を実施していくことが重要である。 
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 したがって、今回の会議で取りまとめを行うというご意向を頂いていたが、大変

恐縮ながら今回の会議での取りまとめは見送っていただき、次回の会議で取りま

とめの案をご議論いただくという流れでお願いしたい。 

• 資料２～４について意見をもらう。（座長） 

• ５・６街区間の協議体は、国交省、文化庁、東京都まちづくり担当・文化財担当、港区

まちづくり担当・教育委員会担当で構成し、事務局は UR 都市機構・JR 東日本で進めて

きた。熱心な議論を経て一定の見込みが得られた。協議参加者には御礼を申し上げる。

（中井氏） 

• 都市計画変更の手続きや、現地保存後の結節空間の整備の姿などがこれからの課題にな

るので引き続き協議体での議論を継続する。（中井氏） 

• 都市計画変更が実現しそうということで大変喜ばしいが、一度決定した都市計画を短期

間で変更することは異例のことである。信号機跡が重要な発見であり都市計画変更に値

する十分な理由であることを各立場の方が同意したという理解でよいか。（西村氏） 

← 全体としてその通りである。文化庁からも遺構の発見に伴う都市計画変更の事例を

紹介してもらい、理由として都市計画変更もよろしかろうという共通認識を得ている。

都市計画決定から短期間であるが、その間に発見されたものとなるので理由としては十

分であると考える。（中井氏） 

• ６街区の接道など技術的な課題が多いと思うが、難しい課題は残っていないという認識

でよいか。（西村氏） 

← 接道問題は協議体でも議論し、従来の基準を踏襲すれば大丈夫だろうという内々の

協議も経て、解決の方向を見出している。解決に至るまでにクリアすべき条件はあるが、

その議論の結果が本日説明した短絡ルート案と理解してもらいたい。（中井氏） 

• 都市計画は決定まで時間がかかるが、その間に事業者側も様々な設計の進捗があると思

う。どのように調整して進めていくか。（西村氏） 

← 建物計画の見直しなど具体的な調整は文化財の保存の具体的な方向性が見えた段

階で検討・協議を進めていきたい。（事務局 JR） 

• 短期間の整理に感謝する。信号機跡を残すために JR 東日本も建物の一部をセットバッ

クするなど変更を行うということであり、解決に向けていい方向が見えてきた。（副座

長） 

• ５・６街区間の現地保存の問題が一定の結論を得たことは大変ありがたい。検討委員会

の問題は５・６街区全体へ言及していく状況になる。９月の検討委員会で委員見解を提

示する予定である。（谷川氏） 

• 信号機跡が保存できることが大きな前進である。（小野田氏） 

• ５・６街区間での保存の実現見通しが立ったことが喜ばしい。（老川氏） 

• 協議体の議論をまとめていただき感謝している。信号機跡に対応する築堤をどれくらい

残すことができるかが、今後の具体的な検討だと思う。（文化庁） 

• 協議体の議論に感謝する。８月の検討委員会でも JR 東日本から詳細資料が提示される

ということだが、それを踏まえてしっかりと議論していければよい。（港区） 

• 協議体の議論に対して感謝する。９月の検討委員会の議論を注視したい。（港区） 
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• ぜひ築堤を目に見える形で保存してもらい、将来のまちづくりに活かすことを積極的に

検討してもらいたい。協議体の検討結果は、まだ実務的検討を要するものであり、建物

配置や形状は都市計画全体協議の中で決定する。（港区） 

• 資料５について意見をもらう。（座長） 

• ５・６街区は開発区域全体や品川駅街区に係る範囲において一連の施設という扱いの中

で役割分担を議論することが必要である。築堤のあった長い区間における展示施設の場

所や役割をメリハリつけて整理したい。（中井氏） 

• ５・６街区は区域が細長く、接続する出入口も限られている。泉岳寺駅、高輪ゲートウ

ェイ駅、品川駅からの接続部分をどうしていくかについて、まず考えたい。その後、展

示方策や残し方という点を一連の中で計画していきたい。（中井氏） 

• 概ね開発のゴールが見えてきた段階だが、今のうちに保存と両立の計画、あり方の検討

を進めておきたい。（中井氏） 

• 地区全体が細長いが、遺構が点として保存される形になっている。デザインの中にうま

く継承がわかるような工夫を施して、全体のつながりが見える配慮をしてもらいたい。

（西村氏） 

• 新橋～横浜間鉄道が担った日本の近代化の物語をどの場所でどうプレゼンし、どう次に

つながっていくのかというストーリーや情報をうまく出していけるように戦略的に考

えてもらいたい。動線が限られているのでどこでどういう話を伝えるか、計画しやすい。

日本の近代化に資する遺構であることをうまく伝えてほしい。（西村氏） 

• 日本の近代化の歴史を感じられる場所をどう表現するか、検討を進めてもらいたい。国

際交流拠点として、国際的な情報のハブとして機能する観点と歴史を将来に発信する観

点をうまく融合させた空間ができるとよい。（副座長） 

• 個別にいろいろと保存されて公開されることは非常によいが、全体像の中でどういう位

置づけとするかが高輪築堤の価値のあり方として非常に重要だと思う。（座長） 

• 新橋～横浜間鉄道の近代史上の位置づけ、その中での高輪築堤の位置づけ、歴史的な意

義がわかるような展示を作ってもらいたい。この部分を一番期待している。（座長） 

• 保存された遺構をどうするかはまだ検討の途上であり、「検討委員会」はまずは保存につ

いて傾注する。（谷川氏） 

• 高輪築堤と東海道の間の埋め立てなど、遺跡の発掘調査の生々しい成果についてもまち

づくりに活かすことができればいいと思っている。（谷川氏） 

• 史跡区域に加えて信号機土台部の移築保存、第７橋梁南横仕切堤の移築保存など、ある

程度連続して残るようになる。これが５・６街区で途切れるような形になるので、何ら

かの形で残ることが重要である。（小野田氏） 

• 築堤が作られた当時のまちづくりと築堤の関係性についても、地域のまちづくりを進め

るうえで重要な観点である。（老川氏） 

• 東海道と築堤の間の部分の発掘も進めているので、その成果をまちづくりのストーリー

に反映してもらえるとありがたい。（港区） 

4 その他 

• 特になし。 
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5 閉会 

• 本日の有識者検討会議の議事要旨は８月５日（水）に開催される第 70回「検討委員会」

に情報共有する。議事要旨の内容は事務局に一任いただきたい。（事務局 JR） 

• 次回第 22回「有識者検討会議」は本日の議論を踏まえて９月８日（火）の開催を予定す

る。今回取りまとめというご意向を頂いていたが、次回、「有識者検討会議」としての取

りまとめの場とする。本日の資料５を含めてどのような形で整理するか、事前に各有識

者の皆様にご相談し、進めさせていただきたい。（事務局 JR） 

• まずは５・６街区間の保存のあり方をまとめていくが、本日の議論を受けて開発区域や

築堤全体における役割や連携の方法などについて、折を見て有識者検討会議でもご意見

を頂きたいと思っている。頻度は、検討を進める時間の関係もあるので、例えば年に２

回程度を考えられればと思う。（JR） 

• 本日は終了する。（事務局 JR） 

要旨以上 
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III  記録 

1 開会 

［事務局 JR］ ただいまより、第 21 回「『国際交流拠点・品川』における高輪築堤等

の価値・あり方に関する有識者検討会議」（以下、「有識者検討会議」

とする）を開会する。 

［事務局 JR］ 本日は有識者の稲葉氏・本保氏、有識者オブザーバーの古関氏が欠席、

有識者オブザーバーの老川氏がオンライン参加となる。 

［事務局 JR］ 配付資料の確認を行う。資料の欠損があれば申し出を頂きたい。 

［事務局 JR］ 本日の次第を説明する。 

［事務局 JR］ ここからは座長に進行をお願いする。 

［座長］ 資料５が特に重要な資料となるのでしっかりと議論したい。 

2 運営要領改訂 

［事務局 JR］ 資料１を説明する。運営要領について、今般、JRの組織改編及び参加

者の所属等の変更を反映した。本文及び名簿について赤書きで改訂し

ている。 

［座長］ 質問や意見はあるか。 

［座長］ 次の議題に進む。 

3 「高輪築堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえたまちづくりについて」の意見

交換 

1) まちづくりと高輪築堤の保存・継承等の両立に向けた議論の進め方について 

［事務局 JR］ 資料２を説明する。「高輪築堤調査・保存等検討委員会」（以下、「検討

委員会」とする）及び「有識者検討会議」の検討について、これまでの

経緯と進め方について取りまとめたものとなる。信号機跡を含む５・

６街区間の高輪築堤の現地保存について、2026年２月４日開催の第 64

回「検討委員会」及び 2026年２月 18日開催の第 19回「有識者検討会

議」を受けて協議体での具体的な検討内容を整理して共有する。 

2) （情報共有）「信号機跡を含む 5・6街区間の現地保存」に係る検討・協議状況につい

て 

［事務局 JR］ 協議体の検討結果について、資料３、資料３別紙を説明する。資料３

別紙に検討の結果をまとめる。関係事業者、関係行政機関、有識者に

よる協議体であり、目的として信号機跡を含む５・６街区間約 50ｍの

高輪築堤の良好な保存と歩行者ネットワークを含むパブリックスペー

スの形成を実現する都市基盤施設及び結節空間整備の計画について方

策を取りまとめることにある。協議体は 2026年３月～７月にわたり計



「国際交流拠点・品川」における高輪築堤等の価値・あり方に関する有識者検討会議（第 21 回） 

東日本旅客鉄道株式会社・京浜急行電鉄株式会社 

8 / 14 

６回開催している。主に都市基盤施設として区画道路４号の形状変更

と歩行者デッキと地下車路の一体構造化、併せて事業者による建物計

画等の検討を行い、現時点において、信号機跡を含む５・６街区間の

高輪築堤約 50ｍの区間の現地保存の実現と都市基盤施設、建物計画等

の変更についての見通しが得られた。今後、保護措置の整理後に実務

的な検討を経て各種法令等の手続きを進める。都市基盤施設や結節空

間のあり方については協議体において引き続き検討を進めていく。 

3) （情報共有）「高輪築堤調査・保存等検討委員会」における協議状況 

［事務局 JR］ 2026年７月 15日開催の第 69回「検討委員会」において事業者より信

号機跡を含む５・６街区間の高輪築堤の現地保存の実現の見通しの報

告を行った。この内容について資料４、資料４別紙、参考資料２-１・

２-２を説明する。資料４は検討委員会の委員見解となる「高輪築堤等

の文化財的価値および保護措置について(６)」に対する JR東日本の見

解であり２ページ目以降に具体的な内容を記載している。協議体の中

で信号機跡を含む５・６街区間の現地保存の見通しが立ったことを踏

まえたものである。その他、６街区南部の状況の報告、４街区におけ

る第７橋梁南横仕切堤の移築保存についての見解を記載している。５

街区、６街区、５・６街区間については、JR線と京急線に挟まれた用

地であり開発条件として非常に厳しい状況にあるということをこれま

で説明してきた。また既に都市基盤施設等も整備または整備中の状況

である。そのような中、高輪ゲートウェイシティの１～６街区におい

て５・６街区は品川駅に接続する結節空間となり開発価値が非常に高

く、歩行者や一般車両、物流、エネルギーの各ネットワークが整備さ

れるなど、様々な公共性の高いまちづくりを推進するための重要なエ

リアとなる。これらの機能は主に建物の地下部を中心に確保していく

ことになる。こうした計画に対して検討委員会においては、委員見解

を出発点とした信号機跡を含む高輪築堤約 100ｍの現地保存という要

望に対する数多くの合理的な開発計画のシミュレーションを実施し、

網羅的な検討を行ってきた。しかしながらいずれの案もネットワーク

の確保や建物計画の成立性等の観点から開発計画を確保することが難

しく、現地保存との両立が困難であるという結果を提示してきた。こ

れに対し、結論となる信号機跡を含む５・６街区間約 50ｍの現地保存

という案を、協議体での議論を経てまとめてきたものとなる。なお、

５・６街区間約 50ｍを含んだ上で 100ｍの高輪築堤を保存するパター

ンも検討してきたが、これまでの検討と同様に開発への影響が大きく、

実現が困難という結果も示している。 

4) 高輪築堤の保存・継承とまちづくりの両立について 

［事務局 JR］ 以上を踏まえ、本日の「有識者検討会議」で議論を頂きたい内容を取

りまとめた資料５を説明する。１ページ目は「検討委員会」、「有識者

検討会議」の議論と高輪築堤の各街区の発掘状況、１～４街区におけ

る保存の方針を取りまとめたものとなる。２ページ目からは、「高輪築

堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえたまちづくり」につい

て、これまで「有識者検討会議」で頂いた様々な意見をサマリーの形
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で取りまとめた。網羅的な意見は４・５ページ目に示す。最後に資料

２に戻るが、高輪築堤の保存・価値・継承のあり方を十分に踏まえた

まちづくりの推進に関する取りまとめに向けた意見交換をお願いした

いと考えている。事前説明においては委員の皆様から本日の会議にお

いて取りまとめを行うというご意向を頂いていたが、信号機跡を含む

５・６街区間の現地保存については一定の実現見通しは得られている

ものの、取りまとめに向けた結論としてご提示するには、事業者とし

て慎重な判断が求められる状況にあると認識している。特に建物計画

と築堤の関係性において、施工計画との検討が未了となっている。取

りまとめに向けた保存範囲の信頼性を担保するという観点で十分では

ないと考えており、特に信号機跡については、その文化財的価値を踏

まえ、確認調査の結果等も精査しながら、現地保存について十分な検

証を実施していくことが重要であると考えている。したがって、今回

の会議で取りまとめを行うというご意向を頂いていたが、大変恐縮な

がら今回の会議での取りまとめは見送っていただき、次回の会議で取

りまとめの案をご議論いただくという流れでお願いしたいと考えてい

る。 

［座長］ 順に意見を伺いたい。 

［中井氏］ ５・６街区間の協議について補足する。協議体は、国交省、文化庁、東

京都まちづくり担当、東京都文化財担当、港区のまちづくり担当、港

区教育委員会の担当に出席いただき、事務局は区画整理事業の施工者

である UR 都市機構と JR 東日本で進めてきた。熱心な議論を経て、一

定の見込みが得られたということで、協議参加者には御礼を申し上げ

る。ただし、細かい話について積み残しがいくつかある。例えば具体

的な都市計画変更の手続きや、現地保存後に結節空間をどのように整

備するか、などがこれからの議論となる。それに向けて引き続き協議

体での議論を継続していく。皆様に一定のご納得をいただいて、５・

６街区間プラス信号機跡の保存ができそうだ、という前提で、これか

らどのような両立のあり方があるかを、この協議体や個別の協議の中

で議論していくことになると考える。ぜひそれを進めていただきたい、

ということが現時点での私の思いである。 

［座長］ 引き続き協議体の皆様には頑張って検討をお願いしたい。 

［中井氏］ 今後の予定としては実務的なスケジュールが中心となる。縦覧期間等

も必要となるため、最終的な都市計画変更は早くても 2026年度末から

2027年度初頭に入るくらいの時期だと思う。そこまでには確実に進め

られるという認識を出席者で共有しているので、必要な手続きをたど

っていくと、そのくらいの時間になると考えている。 

［西村氏］ 大変な努力で都市計画変更が実現しそうだということとなり、大変喜

ばしい。しかし、一度決定した都市計画をこの短い期間で変更すると

いうことは、あまり例がない。異例なことである。信号機跡が非常に

重要な発見であり、都市計画を変更するに十分な理由になるというこ

とをそれぞれの立場の方が共有し同意した、ということでよいか。 
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［中井氏］ 全体としてはその通りである。文化庁からも史跡の発見に伴ういくつ

か都市計画変更の事例を紹介してもらい、こうした理由であれば都市

計画変更もよろしかろう、ということで共通認識を得ている。確かに

前回の都市計画決定から時間は経っていないが、その間に発見された

ものとなるので、都市計画変更の理由としては個人的には十分である

と考える。 

［西村氏］ 例えば６街区の接道など、乗り越えるべき技術的な課題が多いと思う。

そのような難しい課題は具体的には残っていないという認識でよいか。 

［中井氏］ 接道の問題は協議体でも議論をしている。解決の方向は見出している

が、その解決に至るまでには様々な条件をクリアしないといけない。

そうした議論の結果が本日の報告として図面に示されている短絡ルー

トの案であると理解してもらいたい。最終的に接道については特定行

政庁の同意が必要になり、その同意自体はこれからだが、従来の基準

を踏襲すればこの案で大丈夫だろうという内々の協議も進めているの

で、クリアできるものと判断している。 

［西村氏］ 都市計画は決定までに時間がかかるが、その間に事業者側で様々な設

計の進捗があると思う。どのように調整して進めているのか。 

［事務局 JR］  具体的な調整協議は、文化財の保存について整理が進んだ段階になっ

てからではないと進まない内容もある。まちづくり全体のスケジュー

ルも視野に入れながら、文化財の保存の具体的な方向性が見えた段階

で、建物計画の見直しなど具体的な検討・協議を進めていきたい。 

［副座長］ 中井氏からの話で安心した。短期間での整理に感謝する。JRも信号機

跡を残すために一部建物のセットバックなどの建築変更を行うという

ことで、解決に向けて良い方向が見えてきたと思っている。 

［座長］ オブザーバーからも意見をもらいたい。 

［谷川氏］ 2026年７月の「検討委員会」の議事録を見てもらえるとよいが、「検討

委員会」としても中井氏から説明を受けた。５・６街区間の現地保存

の問題が一定の結論を得たということについて、大変ありがたい。今

後我々としての問題は、５・６街区全体へ言及していく状況となる。

９月の「検討委員会」で委員見解を提示する予定である。 

［座長］ ９月の段階で具体的にどのような見解を出すのか。 

［谷川氏］ ９月の委員見解についてはまだ委員間で議論していない。JR東日本の

見解を受けた形で委員見解を提示する予定である。 

［小野田氏］ ５・６街区間については、信号機跡がギリギリの所で保存できるとな

ったことが大きな前進だと思っている。当初要望の 100ｍに対して保

存区間が 50ｍというところではあるが、信号機跡が保存できるという

ことが非常に大きい。 

［老川氏］ 協議体の検討の結果、５・６街区間での保存の実現の見通しが立った

ということは非常に喜ばしい。「検討委員会」としては、遺構全体をど

うするかという部分を検討していきたい。９月に見解を提示したい。 

［座長］ 文化財行政から意見をもらいたい。 
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［文化庁］ 協議体にて議論をまとめていただいて感謝している。信号機跡に対応

する築堤をどれくらい残すことができるか、という部分がこれからの

具体的な検討だと思っている。それがわかり次第、教えてもらいたい。 

［港区］ 協議体の議論に対して感謝する。次回の８月の「検討委員会」でも JR

東日本から詳細の資料が示されるということだが、それを踏まえてし

っかりと議論していければよいと考えている。 

［港区］ 協議体の議論に対して感謝する。９月の「検討委員会」の議論を注視

していきたい。 

［港区］ 港区まちづくり支援部から意見を述べる。交通結節空間のあり方につ

いて、今回５・６街区間における高輪築堤跡の現地保存の実現につい

て一定の見通しが得られたことは、港区としても非常に意義があるも

のと考えている。一方で、保存された築堤の活用や公開のあり方につ

いては議論があるものと思っている。地上部の区道を短絡化する都市

計画変更を行うという観点から、ぜひその築堤を見える形で保存して

もらい、将来のまちづくりに活かすことを積極的に検討いただきたい

と考えている。人の往来や滞留機能を踏まえ、現地保存範囲の全てで

はなくとも、例えばガラス張りとして地下部を見せるなどの方法もあ

るのではないかと考えており、事業者には幅広な検討をお願いしたい。

今回の協議体の検討結果は、まだまだ実務的な検討を要するものであ

ると認識している。具体的な建物の配置や形状について、導入機能を

踏まえて都市計画全体の協議の中で最終的に決定するものと考える。

事業者には５・６街区における高輪築堤の効果的な保存等を踏まえ、

しっかりと検討を進めてもらいたい。 

［座長］ 続いて、資料５について意見をもらいたい。 

［中井氏］ 開発区域は細長く、築堤自体も細長いものである。１～４街区は保存

を含めて活用を決めてきた。5・6街区、品川駅街区に係る範囲につい

ては、一連の施設という扱いの中で役割分担を議論することが必要で

あると思う。残すところを公開する、公開しないという議論もあるが、

築堤のあった長い区間において展示施設をどのようにするかなどにつ

いて、メリハリをつけて役割を整理したい。この５・６街区は細長く

入り口も限られている特徴があるが、泉岳寺駅と高輪ゲートウェイ駅、

品川駅からしか入るところがないので、そういう部分をまずどのよう

にしていくか考えたい。その後、どのような展示や残し方をするのか

という点を、一連の中で計画をしていきたい。大体の開発のゴールが

見えてきている段階だと思うが、今のうちに保存と両立の計画、あり

方というものを進めておきたい。 

［西村氏］ 地区全体が細長いなかで遺構が点在して保存されることになるので、

デザインの中にうまく継承がわかるような工夫を施して、デザインと

して全体のつながりが見えてくるようなものとしてもらいたい。ぜひ

そうした配慮をしてもらいたい。また、モノやデザインとしてどう見

せるかという中で、新橋～横浜間の鉄道が担った日本の近代化の物語

を、どういう場所でどのようにプレゼンし、その次にどうつながって

いくかという話を、うまく情報を提示できるように計画していくこと
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を戦略的に考えてもらいたい。動線が限られているので、どこがコア

で、どこにメインの情報を置いてと、戦略としてどこでどういう話を

伝えるかを計画しやすいと思う。日本の近代化に果たした役割が大き

いことを実感できるようにして伝えてほしい。 

［副座長］ 日本の近代化の歴史を感じられるような場所としてどういう形で表現

するのか、大変なことだと思うが、それを踏まえて今後の検討や取り

組みを進めてもらいたい。この地域が国際交流拠点として、国際的な

情報のハブとして機能する観点と、歴史を将来に向けて発信していく

観点を、将来に向けてうまく融合させた空間ができるとよいと思って

いる。 

［座長］ 個別にいろいろなものが保存され、公開されることは非常に良いこと

だが、全体像の中でどういう位置づけになっているか、高輪築堤の価

値のあり方として非常に重要だと思っている。見ることができる場所

がどういう位置づけなのか、ということにも言及して全体の説明がし

っかりとわかるような展示をまとめてもらいたい。新橋～横浜間鉄道

の近代史上の位置づけ、さらにその中の高輪築堤の位置づけ、歴史的

な意義がわかるような展示をぜひ作ってもらいたい。これまでにも繰

り返し申し上げているが、この部分を一番期待している。 

［谷川氏］ 保存された遺構をどうするかは、まだ検討の途上であり、「検討委員会」

はまずは保存について傾注したいと思う。我々は高輪築堤と東海道の

間の埋め立てについても確認している。そうした遺跡の発掘調査の

生々しい成果についても、このまちづくりに活かすことができれば良

いと思っている。 

［小野田氏］ 資料５を見て、移築保存が決まっている信号機土台部、第７橋梁の仕

切堤の移築保存、など、築堤の全部は残っていないもののある程度連

続して残るようになる。その見方で言うと、５・６街区で途切れてし

まうような形になってしまうので、何らかの形で残るようになること

が重要だと思う。品川駅からのアプローチの所に何も残っていないと

いうのは、少し物足りない気がする。 

［老川氏］ 西村氏や副座長の発言に関連し、新橋～横浜間の鉄道が日本の近代化

に大きな役割を果たしたということを将来にわたって発信していくこ

とが非常に重要だ、ということは賛成する。そのためには、新橋～横

浜間だけではなく、群馬や奥州、長野や京都の輸送などにつながって

いくという明治初期の鉄道形成も考えていかねばならない。また、こ

こは単に海を埋め立てたということだけではなく、築堤を作って鉄道

を走らせたということが重要である。ただ走らせるだけなら埋め立て

でもよかったが、地域のことを考えて築堤にすべきだという判断がな

された。地域のまちづくりを進めていこうとする際に、当時のまちづ

くりと築堤の関係性についても重要な観点だと考える。幸い JR東日本

は鉄道博物館や旧新橋停車場を持っているので、そういう施設とつな

げて、こうした話題の発信をしていけばよい。展示などの取り組みは、

最初は熱心に行われるのだが、徐々にトーンダウンしがちである。将
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来にわたってしっかりと取り組めるような仕組みを検討してもらえれ

ばよいと思う。 

［文化庁］ 資料５で、2024年 9月の有識者検討会議の資料を修正したということ

だが、それは３ページ目の「観点：高輪築堤の継承のあり方」の「①保

存の考え方」の、「信号機跡を含む５・６街区間の約 50ｍの現地保存に

向けて…」を追記されたということで良いか。また、３ページ目の「観

点：これまでと今後の取組み」の部分で、２街区と３街区の現地保存

に対して、４街区の移築保存は「予定である」という記載にした方が

正確なのではないか。 

［事務局 JR］ サマリーの部分で修正した範囲は指摘のとおりである。「これまでと今

後の取り組み」の部分は、これまで頂いた意見として掲載したもので

あるので、内容は事務局でも再確認する。 

［港区］ 谷川氏の話にもある通り、東海道と築堤の間の部分についても遺跡の

発掘を行っているので、その成果についてもまちづくりのストーリー

に反映していただけるとありがたい。 

［港区］ 特に意見はない。 

［座長］ この資料５は重要なものである。今後も議論に応じて意見の加筆や修

正等を反映していってもらいたい。 

［座長］ 次の議題に進む。 

4 その他 

［座長］ その他は何かあるか。 

［座長］ なければ閉会とする。 

5 閉会 

［事務局 JR］ 本日の「有識者検討会議」の議事要旨については８月５日（水）に開

催される第 70回「検討委員会」に情報共有する。議事要旨の内容につ

いては事務局に一任いただきたい。 

［事務局 JR］ 次回の第 22 回「有識者検討会議」は本日の議論を踏まえて９月８日

（火）を予定する。内容は、先程も申し上げたが、今回取りまとめと

いうご意向を頂いていたが、次回、「有識者検討会議」としての取りま

とめの場とする。場所は JR東日本現地会議室を予定し、詳細は後日連

絡する。 

［座長］ 次回の「有識者検討会議」では、資料５の更新資料が提示されるのか、

新しい資料が提示されるのか。取りまとめの案を作るのか。次回の内

容をもう少し詳しく教えてもらいたい。 

［事務局 JR］ 「有識者検討会議」としての取りまとめとして、資料５を含めてどの

ような形で整理するのか、事務局が取りまとめるわけにはいかないの

で、事前に各有識者の皆様にご相談させていただきたい。 

［座長］ ９月８日以降はどのように進めていくか。 
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［事務局 JR］ 「検討委員会」と連携しながら「有識者検討会議」を進めてきた。次

回の議論を踏まえて考えることとなるが、議論が煮詰まってきたこと

も踏まえ、取りまとめがうまくまとまれば、各委員会の進捗を踏まえ

て必要が生じた場合に開催する、という形で相談させていただきたい。 

［JR］ まずは５・６街区間の保存のあり方をまとめていくということを進め

る。しかしながら本日の議論を受けて、具体的な展示方法や南北に長

い区間における役割や連携の方法など、事務局で検討を進め、折を見

て当社の考え方をお示しし、ご意見を頂きたいと思っている。頻度に

ついては、検討を進める時間の関係もあるので、例えば年に２回程度

という頻度で考えられればと思う。 

［事務局 JR］ 本日は終了とする。ありがとうございました。 

以 上 


